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ひとはなぜ樹 木を植えるのか―― 。

近 代 は、実利 的な造 林 計 画、あるいは都 市 美 運 動 などさまざまな場 面で記 念 植 樹が大いに

奨励された時代であった。

近 代 日本で行われた「記 念 植 樹」を、個 冽1の 歴 史事 象、林 学の創 成と展 開など時代 背景と

照 合 しながら、その活 動の主 導 的 立 場にあり、方 法 論を構 築した林 学 者・本 銹静 六 に注 目

し、彼 の生 家の富 士 』J信 イレP・ 不 二 道の思 想 的 影 響も視 野 に入れながら、近 代 国 家形 成の

あゆみに記 念植 樹を位 置づける。
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序 章 なぜ記念植樹か/研究の現状/本書の構成 第Ⅲ部 「記念植樹」の近代日本
一 明治～大正～昭和の系譜第 I部 「記念埴樹 |≧ はなにか ―形態と歴史的諸相

第 1章 学校教育と記念植樹
米国における学校樹栽活動の展開/明治期における学校樹栽の普
及と展開/本多静六『學校樹栽造林法』にみる方法と理念/本多
の造林学における学校樹栽の要素/明治日本でなぜ学校樹栽が栄
えたか/明治期の学校樹栽に見る形と心

第 2章 御聖徳と記念植樹― 明治から大正ヘ
御聖徳記念と明治神宮/明治神宮造営における葬場殿址の記念絣
/御聖徳記念と即位の御大典記念/南方熊楠の批判/明治神宮の
森づくり/明治神宮の森と不二道孝心講の記憶

第 3章 平和と記念植樹― 第一次世界大戦後の平和記念事業を主体に
帝国森林会の発足一大日本山林会とともに/帝国森林会の歴史と
本多静六の位置/平和記念植樹の理念と方法/帝国森林会におけ
る記念林の運営/平和記a東京博覧会と帝国森林会の記念樹/平
和と記念植樹

第 4章 帝都復興と都市美運動卸 市緑化の理念と方法
関東大震災と帝者ヽ復興/都市美運動の成立とその背景/日 本の都
市美協会の活動とその展開/東京の都市美運動における「植樹デ
ー」/土着化した都市美運動

第 刊章 記念植樹の形態
「記念」に樹を植えるという行為/記念植樹の形態

第 2章 記念植樹をめぐる歴史的諸相
前近代と近代をむすぶ記念樹の文化史/古典からよむ記念植樹/
霊木信仰と神仏習合/語り継がれる「いのち」の記念樹

第 Ⅱ部 林学者本多静六の思想

第 刊章 不三道の歴史と思想
折原家の曲緒と「不二道」/近世富士山信仰史とその思想/小谷
二志の不二道の思想/近代社会への移行期における不二道の変遷
/不二道孝心講のあゆみ/本多静六と不二道

第 2章 本多静六と明治の林学・林政
東京山林学校と明治の林政/ドイツ
における林学と自然思想/本多の西
洋思想の受容と展開/ドクトル本多
静六の誕生/本多静六の思想形成と
その展開

第 3章 本多造林学における
記念植樹の理念と方法

諸外国における樹木に関する本多の
見聞/記念植樹の空間と思想/樹種
選択と日本の風土/『植樹デーと植
樹の功徳』にみる本多の人生哲学/
記念植樹の広がり/本多静六の記念
植樹の特徴

第 5章「大記念植樹」の時代一 昭和戦中期の時局を基軸に
皇紀二六〇〇年記念事業における植樹活動/「大多摩川愛桜会
の記念植樹/桜の多摩川づくり/国際親善と記念植樹/日 本の
時統制下における記念植樹/忠霊と記念植樹

」
戦

終 章 記念植樹 と日本人一 ひとはなぜ樹を植えるのか
記念植樹の心と形/山の信仰と本多静六の記念植樹/近代日本に
おける記念植樹の系譜/「荒れた国上に緑の晴れ着」
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遜昌齢
会と人間の歴史

万国博覧会から人間の歴史が見える !本書は従来の研究の枠組みを超
え、多様な領域の研究者のほか、万博をつくり、支える立場の政府関
係者、業界関係者が集い、さらにアジア各国の研究者を迎えて、とも
に議論を重ねた共同研究の成果25篇。
レA5判・758頁/本体 9,200円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1819-6

墾築爆蟄
k陳列所>研究

明治期から地方行政府によつて建設された公共の陳列施設。それらが

都市の農業・工業・商業を奨励する目的で各地に設置された経緯を検証
し、制度・活動・建築を含めて都市との関わりに注目することで、く陳
列所〉の実態を豊富な図版とともに明らかにする。
レA5判・640頁/本体 7,800円 (税別)    ISBN97卜 牛7842-1788-5

都市経営の重要な要素のひとつが、利水・治水を含めた水の制御であ
る。本書は、近代京都の都市史を水量・水質・水利権に着目して水イ
ンフラという視点から論じるとともに、同一水系に属する伏見が一度
は独立市制を志しながら京都市へ合併される顛末を明らかにする。
レA5判・310買/本体 5,400円 (税別)    ISBN978-4-7842-1815-8

穐 発 轟 薯
京 都 水インフラと都市拡張

離 鵜 に響楽博志編

塾昇晃弟日記
「塵海」

北垣国道 (1836-1916)は、京都府知事に就任した明治14年 (1881)から、
北海道庁長官・拓殖務次官などを経て、隠棲した明治34年 (1901)ま で
の活動や人々との交流を日記に書き残した。明治期地方官の実情を記
し、京都のみならず中央政治史や地方自治・土木史・北海道史研究に

寄与する資料。
>A5判・652買/本体 9,800円 (税別)    ISBN978-牛78421499-0

総 手ぎ雅腱 本博志編
研究分野の相違を問わず、また、時流の政治や論調に動ずることなく、
「近代の歴史都市としての京都」についての基本的な諸問題を多角的
に論じようと開かれた京都大学人文科学研究所「近代京都研究会」。
そこで論じられたさまざまな分野の具体的な主題をもとに、近代現代
の京都の根本問題を見通す視座を形成しようとする試みの85篇。
レA5判・268頁/本体 2,600円 (税別)    ISBN978-478421378-8

鶏攘g本公園史の研究
近代欧米都市起源の公園が、いかに近代化の装置として導入され、衛
生問題、都市問題、記念事業、経済振興策、政治的役割などさまざまな問
題を■みながら受容されてきたか、その歩みを社会史のダイナミズム

のなかにとらえた一書。
>A5判・400頁/本体 8,400日 (税別)      ISBN牛 78420865-8

東京遷都により没落の危機に見舞われ、都市改造や近代建築の導入に

積極的に取り組む一方で、まさに生き残りを懸けて「千年のみやこ」
を演じてきた街、京都。いまある京都の魅力はいつ、どのように作ら
れたのか ?「歴史都市」の近代化の過程で生まれたさまざまなエピゾ
ードを、場所・人・建築をキーワードとして写真とともに綴る。
レA5判・ 184頁 /本体 2,200円 (税別)    ISBN978-4-78421812-7

員整建邦期の陵墓と社会
陵墓に政治的意味を付与し、祭祀を行おうとする政治権力 (朝廷・山
陵奉行)と在地社会の軋礫・葛藤が最も明確に現れた陵墓管理・祭祀
に注目し、社会における天皇の位置づけや天皇認識を町・村社会の具
体的なレベルから広範囲かつ実態的に描き出し、幕末の天皇・朝廷と

社会の関係を解明する。
レA5判・400頁/本体 6,200円 (税別)    ISBN978-4-7842-16048

脇逢纏罪
おける不敬事件の研究

天皇を中心とする明治政府の誕生以来、数多く発生しながら体系的な
研究がされてこなかつた不敬事件を、明治期について網羅。豊富な実
例を整理・検討することによつて明治国家の特質を考察し、天皇制と

教育の関係、ひいては天皇制と近代日本および国民の関係を明らかに
しようとする大著。
レB5判・576買/本体 13,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-15010

暫湛磐是豪
を地域振興 京都府の近代

高鯵
代の記憶 場所。人・建築

近代に大きく変わったまち・京都という都市をどのように相対化でき
るのか、普遍性と特殊性を射程に入れながら、近代史を中心に分野を
超えた研究者たちが多数参力lし切磋琢磨した京都大学人文科学研究所
・共同研究「近代京都研究」の成果。
レA5判・628頁/本体 9,000円 (税別)    ISBN97併4-7842-1413-6

晶蓬墓諦建鍾群事典
明治維新以降、めざましい発展を遂げてきた近代化の歩みを支えた産
業技術の変遷を跡づける。23の大項目と344の小項目で系統的・組織
的に日本の産業技術史を俯日敢した画期的な事典。近代化以前からの「草
の根Jにおける技術と技能の蓄積に対しても光を当て、民間の「現場」
の力を重視する。
>B5判・550頁/本体 12,000円 (税別)   ISBN978 4 7842-1345-0

近代日本の地域社会の姿を、京都府下における、明治前期の京都宮津
聞車道の開撃 。明治前期～中期にかけての琵琶湖疏水と甲911運河の開
撃 。明治初期～昭和の敗戦直後までの天橋立の保存とその振興・明治
初期～昭和の敗戦直後にかけての童仙房村の開拓、という特定のテー
マを取り上げ、地域振興の視点から考察する。
>A5判・364頁/本体 6,500円 (税別)    ISBN978 4 7842-1570-6

理鉾藻磐
保存行政の研究

近代日本の文化財保存行政について古墳を素材としてとりあげ、その

背景にある国家の理念とそれに基づく施策、実施される行政行為の歴
史的変遷をあとづける。巻末に、国・地方の歴史的行政資料や行政文
書を抽出した関係史料集を収録。
>A5判・368買/本体 7,200円 (税別)    ISBN978 4-7842-173牛 2

湯鏃具奔の都市社会政琴題酪辞傷煙襲
近代日本の社会政策 。社会福祉の受益者である社会的マイノリティは
どのように政策形成に関与しようとし、政策に包摂されていつたのか。
蔓延する貧困と格差への対応を模索し続けている現代社会に、政策の

受益者の動向から再構成した社会政策史・社会福祉史の実証研究を提
示する一書。
レA5判・412買 /本体 7,200円 (税別)    ISBN978-牛 7842-17892

連鎧違昇林業史ォンデマンド版
吉野の地に生まれ、林業とそれに携わる人々の浮沈を間近に見て育っ

た著者が、吉野林業の光と影を、史料に基づいて実証的に明らかにす
る。吉野林業を始めて通史的にとりあげた研究として、画期的な意義
を有する。オンデマンド版 (初版2008年 )
>A5判・540頁 /本体 11,100円 (税別)   ISBN978-4-7842-700卜 9

※

宇
日本の近代化のなかで陸蒸気=鉄道がもたらしたものは、はかり知れ
ない。本書では「文化の鏡」としての鉄道をとりあげ、知識人の体験
や一般人の認識から民俗・観光 (巡礼)。 教育との関わりを通して、
鉄道が日本人の内面的形成に果たした文化的役割を明らかにする。
レA5判・352買/本体 5,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1336-8

鉢響
日本文化史考

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。
電話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。




